













































分猿した。 Violamands huγlCα、Vjαponicα、Vyedoensis、Vphalacγocar卵、 Vyezoensis、Vbisetiお孟び V
ovαto・obloηgα の7程は長部形〔グループりとし、 Vcoη，/usαsp. nag.αsαkiensisお主び Vtokubuch切れαωγ.
takedα加の Z程は三角形〔ゲループ2) ヒし?こ。ま?こ Vvarieg，αt 叩γ:niPpoη~lCα 、 V keiskei、Vselkiγ凶、 V
vaginα旬、 VγOSSlZ、Vgγypoc官邸、 V.kusanoαηα、Vobtusa、Vγostra旬、 Vfaurieα，nα治主び V切γecundαの1
穫は心臓状円形(グループ3)に分類した。さらに Veizanensisおよび VChaelψhyl10ides f sieboldianaの2種
は全裂形(グループ4)とし、 Vviolaceaおよび V.Sieboldi ss戸~Sìeboldì の 2 種は葉裏面が紫色(グループ 5)
に分類した。以上の 24種の中で、形態等により同定が可能な種はグループ1では Vmandshurica、および Y





なわち、グループ 1で形態のみでは同定が国難であった 5種の中で VyedoensisはCyanidin系の
anthocyanidinのみを産生すること、 lイbおsetiはMalvidinを多量に産生することからグループ内の他のスミレ
と区別することができた。またグループ2に属する 2種は形態のみでは同定が国難であったが、 Vconfusa 
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st. nagasakiensisはDelphindin系anthocyanidinを産生するのに対して Vtokubuchiana var. takedanaはCyanidin
系anthocyanidinを産生することから容易に分類することができた。さらにグループ3で形態のみでは同定・
分類が困難であった 5種については、lイvaηegatavar. nzpponzcaはDelphindin系anthocyanidinを産生すること、





ことにより、 24種中 19種の同定・分類が可能となった。しかし V.japonica、V.yedoensis、lイ戸halacrocarpα(以
上グループ 1)、および Veizanensis、V.chaerophylloides f sieboldiana (以上グループ4) の5種は分類できず
に残された。そこでこれら 5種のスミレの葉に含まれる flavonoid成分を HPLC、LC主SIIMSおよびNMRに
より分析した。その結果、グループ Iの V.japonicaで、 13替の flavonoid成分を検出し、その総量の 50%を
超える主要flavonoidとしてスミレ属で新規となる acacetin7 -O-rhamnosyl-(1→ 6) -glucosideを全ての機器分
析を用いて同定した。同様に VP halacrocarpαで、 12種の flavonoid成分を検出し、総量の 80%を超える主要
成分として、 kaempherol3-0-rhamnosyl-(1→ 6) -glucoside-7 -O-rhamnosideを再定した。一方、 Vyedoensisは、
18種と最も多様な flavonoid成分を産生することがわかったが、総量の 50%を超える特徴的 flavonoid成分は
認められなかった。これらのことから、グループ 1の3種の向定・分類が可能となった。一方、グループ4
の Veizanensisはflavonoid総量の 98%の主要成分として、スミレ属で新規となる apigenin8-C--rhamnosyl-
(1→ 2) -glucoside (Vitexin 2円。-rhamnoside)を同定した。また VchaeroPhylloides f sieboldianaは、これに加え
てacacetin7-0-(4-0-acetylrhamnosyl) (l→ 6) -glucosideをflavonoid成分として産生することからこれらを指標
成分することで、容易に分類することができた。
審査の結果の要旨
本論文の著者は、従来行なわれていたスミレの形態のみを指標とした分類法に花弁に含まれる
anthocyaninや葉に含まれる flavonoid成分を指標とした化学分類学的手法を組み合わせることにより、スミ
レ属の確実な分類j去を確立した。本研究では実験の遂行上、採取・栽培が可能な 24種に限定され、日本産
スミレ全種を対象とできなかった問題点は残るが、本研究で確立した分類法は簡便かつ確実なスミレの分類
法であることは意義深し、また、日本産スミレ属における新規産生物質情報に示されるとおり、確実な分類
ができることにより生物材料としてのスミレの利用が進み、 i司定物質の新規機能の発見も期待できる。
平成 24年 10月12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出痛のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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